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理事長就任のごあいさつ

日本弁護士政治連盟 理事長 梶谷 剛

今年６月から日本弁護士政治連盟理事長に就任し

た梶谷 剛です。これから２年間、理事長として全

力を尽くしますのでどうぞよろしくお願いいたしま

す。

弁政連は、昭和３４年に設立されました。しかしな

がらここ数年の弁政連活動は、まさに目を見張らん

ばかりです。わけてもこの２年間、本林徹前理事長

と伊藤茂昭前幹事長の下で組織を強化し、活動を活

性化し、大きな成果を上げられたことに、心から敬

意を表します。

今後２年間、本林前執行部の基本的方針と情熱を

引き継いでいくことになりますが、特に以下の点に

ついて意を尽くしたいと思います。

第一に、日弁連との連携をより一層緊密にすると

いうことです。日弁連は９月１日に創立６０周年を迎

えます。今日まで、さまざまな分野での活動を通じ

て大きな成果をあげてきました。今後も司法改革課

題にとどまらず、その他の諸課題についても、日弁

連と緊密な連携をとりつつ、時宜を失することなく

強力な活動を展開したいと思います。

第二に、全国各地の支部活動を強化・推進すると

いうことです。弁政連活動の源泉は全国の支部活動

にあり、その充実・強化なくして弁政連活動の発展

はありません。支部未設置の弁護士会にはぜひ支部

の設立をお願いし、既存の支部については各地の実

情にあった活動を活発に行っていただくようお願い

したいと思います。

第三に、日弁連の施策に対する国会議員の皆様の

ご理解とご協力を得るための活動を一層強化するこ

とです。そのためには、国会議員との懇談の機会を

増やす等、意思疎通を図る努力をしたいと思いま

す。弁護士の方から積極的に国会議員に働きかけを

し、弁護士会と政治との距離をさらに縮めたいと思

います。

第四に、政治活動に対する弁護士・弁護士会の理

解と協力を得るために一層努力することです。各ブ

ロック大会等さまざまな機会を捉えて理解と協力を

得るための努力をしたいと思います。また、弁政連

ニュ－スやホ－ムペ－ジを積極的に活用・拡充する

等、広報活動を活発化したいと思います。

第五に、弁政連が力を発揮するためには、多くの

弁護士によって組織されているという実態が何より

も必要です。ぜひとも一人でも多くの弁護士が弁政

連に参加していただき、一緒に活動して下さるよう

お願いいたします。

今後２年間、弁政連の活動によって、わが国社会

が一層発展するよう、力を尽くしますので、皆様の

ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

発行／平成２１年６月１９日 発行者／日本弁護士政治連盟
〒１００‐００１３東京都千代田区霞が関１―１―３
弁護士会館１５階 TEL ０３―３５８０―９９７５
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理事長退任のごあいさつ

日本弁護士政治連盟 前理事長 本林 徹

平成１９年６月、理事長に就任して以来、会員の皆

様をはじめ、国会議員の先生方、多くの関係者の皆

様には、弁政連の活動に大変なご尽力・ご支援をい

ただき心から感謝申し上げます。

私の基本姿勢は、国民の人権擁護と社会正義の実

現を使命とするわれわれ弁護士が、立法や法案作り

に積極的に関与し日弁連の政策を反映していくこと

がきわめて重要だという思いから、弁政連を「足腰

の強い、存在感のある組織にしよう」ということで

した。

先ず、弁政連の強化策の一つとして、弁政連本部

に、総務・財務・組織強化・企画・広報の５つの委

員会を発足させ、機動的な組織にしました。これが

成功し活動が一段と活発化しました。「登録５年未

満の会員は会費免除」という特典を設け若手が参加

しやすくしたこともあり、企画委員会や広報委員会

に若手会員がどんどん参加してくれて、元気な組織

になってきました。弁政連活動の中から政治の道を

目ざす若手会員も出てきました。

強化策の第二は、弁政連の会員を増やし全国各地

に「支部」を設立し、支部と地元議員の皆様との日

常的活動を活発にしたことです。この２年間に、会

員が約７００名増加し、支部も新たに１２支部が設立さ

れました。いずれの設立記念パーティでも、地元選

出の国会議員の先生方が多数出席くださり大変な盛

況でした。弁政連の活動が活発になってきたことは

議員の皆様もよく知っており、弁政連主催の行事へ

の参加率は格段に高まりました。

弁政連の活動の成果の面から見ても、成果がはっ

きり出てきたといえましょう。例えば、「国選弁護

報酬問題」については、はじめて、政府の「骨太方

針」「基本方針」に盛り込んでいただき、基準報酬

を平均１万円程度回復することができましたし、裁

判員裁判の国選弁護報酬予算についても、かなりの

程度確保できました。

これらの成果は、弁政連「本部」が、日弁連執行

部とともに各政党の幹部議員の方々と個別に朝食会

を持つなどして意見交換や要請活動を展開し、また

各支部においても国会議員の先生方とのパイプを日

常的にしっかり作っていただくようになったことに

よるものです。「取調べ全面可視化」についても着

実に成果が上がっています。

もう一つ、大きい成果といえるのは、弁護士会が

広く国民の権利・利益という高い観点から、説得力

と信頼性のある提言や意見を出してくれる「頼りが

いのある知的集団」だ、という認識を議員の皆様に

持っていただけるようになってきたことです。

私は、５月末で任期満了により退任し、６月から

は梶谷剛新理事長にバトンタッチをいたしました。

２年間にわたり、私どもを支えてくださった弁政

連役員、全国会員の皆様、そして国会議員を始め関

係者の皆様に改めて厚く感謝申し上げますととも

に、新執行部に対しさらなるご支援をお願い申し上

げ、私のごあいさつといたします。

ご挨拶
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幹事長退任のごあいさつ

日本弁護士政治連盟 前幹事長 伊藤茂昭

幹事長就任のごあいさつ

日本弁護士政治連盟 幹事長 鈴木善和

幹事長として奉仕したこの二年間、考えたこと

は、とにかく「強い組織にしたい。」ということで

した。そのために全力で取り組みました。支部設立

はある程度進みました。全国の未設置地域の地図を

見るとまだまだという気もしますが、二年間という

時間の範囲内で、自分としては精一杯がんばらせて

いただきました。その中で、支部設立にがんばって

くださった地方の皆さんとの暖かい交流は一生の思

い出になりました。

一方、悔いが残るのは、就任当初考えていた、大

単位会での会員増加の組織的企画にほとんど取り組

めなかったことです。残された地域の支部設立と、

大単位会での会員増は、次期執行部への引き継ぎと

なります。

弁政連のすべての会員の先生方へのこの２年間の

ご協力への感謝と、退任後は常務理事の一員として

梶谷新執行部への助力を約束いたしまして、退任の

ご挨拶とさせていただきます。皆様二年間本当にあ

りがとうございました。

本年６月より梶谷剛新理事長の下、幹事長を拝命

致しました鈴木善和です。宜しくお願い致します。

私と弁政連との出会いは２００３年のことでした。司

法制度改革審議会の意見書が次々と法案化され成立

して行く過程における議員・政党の果たした役割の

大きさを間近で見聞きしながらの毎日でした。以

来、近くは、国選弁護報酬の増額から消費者庁関連

法案の成立に至るまで、日弁連の政策実現のために

政治の場への働き掛けが不可欠であること、そし

て、これを支援する弁政連の存在がいかに頼もしい

かを、私は、日弁連サイドから身をもって実感して

参りました。

任期のこの２年、「法の担い手」である弁護士と

「法の作り手」である国会との間に、たくさんの強

くて太い橋をかけるべく、全国の皆さんと共に、微

力ではありますが、走って参る所存ですので、ご支

援ご協力を賜れますよう、お願い申し上げます。
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釧路支部設立報告
平成２１年３月２６日（木）午後４時から釧路全日空ホテルにおいて弁

政連釧路支部設立総会を開催しました。本部から岩本勝彦副理事
長、伊藤茂昭幹事長、西浄聖子企画委員会副委員長の他、向井諭道
弁連理事長を迎え、２９人の会員が参加し、盛大に行われました。
釧路支部は、釧路弁護士会会員５２名のうち４５名の会員が入会し、

加入率８６％で、多くの会員の協力がありました。
懇親会では、岩本勝彦副理事長、伊藤茂昭幹事長を囲んで懇親の

輪が広がり、大いに盛り上がりました。
尚、４月１日に、北海道庁に政治団体設立の届け出をしました。

（支部長 那知 哲）

ヤフー株式会社法務本部との勉強会報告
平成２１年５月１９日、ヤフー株式会社より別所直哉CCO兼法務本

部長を講師としてお招きし、同社のロビィ活動についての勉強会を

開催致しました。多数の具体例・ご経験に言及いただきながら、「国

会議員が最大のロビィストであるのが日本の特色」というご指摘、

「政治献金をしない」同社のロビィ活動のポイントのご説明、「法律

家は、本来立法時から法に関わるべき。」というご示唆をいただく

など、大変有意義な会でした。

（企画委員会副委員長 渡部朋広）

仙谷由人衆議院議員他民主党国会議員との懇談会報告
５月２０日、弁護士会館におきまして、仙谷由人衆議院議員他民主

党国会議員との懇談会を行いました。民主党からは、仙谷由人衆議

院議員の他、泉健太衆議院議員、菊田真紀子衆議院議員、園田康博

衆議院議員、高井美穂衆議院議員、田島一成衆議院議員、松本大輔

衆議院議員、三日月大造衆議院議員が参加されました。懇談会にお

いては、民主党側から弁護士と政治家の連携の重要性についての御

話がありまして、今後は私達弁護士も政策の意思決定過程等に積極

的に参加する必要があると感じました。

企画委員会副委員長 西村啓聡

与謝野、野田両大臣訪問報告
平成２１年５月２６日、飯田隆弁政連副理事長と鈴木善和同次期幹事

長は、消費者庁関連３法案の成立を前に、森まさこ参議院議員、宮
�誠日弁連会長、藤本明日弁連副会長、中村雅人日弁連消費者行政
一元化推進本部長代行、石戸谷豊同事務局長と共に、野田聖子消費
者行政推進担当大臣、与謝野馨経済財政政策担当大臣を相次いで大
臣室に訪ね、消費者庁と共に発足する消費者委員会の委員・事務局
構成について、市民の目線で消費者の権利確立を訴えてきた実績の
ある者が多数を占めるよう要請を行った。
公務多忙の折り、お時間を割いて和やかにご歓談頂いた両大臣に

は、この場をお借りして深く感謝申し上げる次第である。
（副幹事長 鈴木善和）

トピックス
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梶谷 剛 柳瀬 康治 吉岡 桂輔
第一東京弁護士会
理事長

東京弁護士会
副理事長・常務理事

東京弁護士会
副理事長・常務理事

平成１０年度 一弁会長
平成１６～１７年度 日弁連会長

平成１７年度 東弁会長
平成１７年度 日弁連副会長

平成１８年度 東弁会長
平成１８年度 日弁連副会長

下河辺 和彦 山本 剛嗣 星 �行
東京弁護士会
副理事長・常務理事

東京弁護士会
副理事長・常務理事

第一東京弁護士会
副理事長・常務理事

平成１９年度 東弁会長
平成１９年度 日弁連副会長

平成２０年度 東弁会長
平成２０年度 日弁連副会長

平成１７年度 一弁会長
平成１７年度 日弁連副会長

奈良 道博 村越 進 井元 義久
第一東京弁護士会
副理事長・常務理事

第一東京弁護士会
副理事長・常務理事

第二東京弁護士会
副理事長・常務理事

平成１８年度 一弁会長
平成１８年度 日弁連副会長

平成２０年度 一弁会長
平成２０年度 日弁連副会長

平成１４年度 日弁連副会長
平成２１年度 関弁連理事長

尾崎 純理 高木 佳子 飯田 �
第二東京弁護士会
副理事長・常務理事

第二東京弁護士会
副理事長・常務理事

第二東京弁護士会
副理事長・常務理事

平成１５年度 二弁会長
平成１５年度 日弁連副会長

平成１７年度 二弁会長
平成１７年度 日弁連副会長

平成１８年度 二弁会長
平成１８年度 日弁連副会長

庭山 正一郎 清水 規廣 斎藤 義房
第二東京弁護士会
副理事長・常務理事

横浜弁護士会
副理事長・常務理事

東京弁護士会
常務理事

平成２０年度 二弁会長
平成２０年度 日弁連副会長

平成４年度 横浜（弁）会長
平成１６年度 日弁連副会長

平成８年度 東弁副会長
平成１１・１２年度 日弁連子ど
もの権利（委）委員長

若旅 一夫 伊藤 茂昭 小林 元治
東京弁護士会
常務理事

東京弁護士会
常務理事

東京弁護士会
常務理事

平成８年度 東弁副会長
平成２１年度 日弁連業際・非
弁問題等対策本部長代行

平成１７年度 日弁連常務理事
平成１９・２０年度 弁政連幹事
長

平成１５年度 東弁副会長
平成２１年度 日弁連立法対策
センター事務局長

鈴江 辰男 長尾 亮 岡 正晶
第一東京弁護士会
常務理事

第一東京弁護士会
常務理事

第一東京弁護士会
常務理事

平成１０年度 一弁副会長
平成１９年度 日弁連常務理事

平成１７年度 一弁副会長 平成２０年度 一弁副会長
平成１１年度～現在 日弁連倒
産法制等検討（委）委員

出井 直樹 小沼 洸一郎 福原 哲晃
第二東京弁護士会
常務理事

栃木県弁護士会
常務理事

大阪弁護士会
常務理事

平成２１年度 二弁仲裁センター運
営（委）委員長
平成２０年度～ 日弁連法的サービ
ス企画推進センター事務局長

平成５年度 栃木県（弁）会長
平成７年度 日弁連副会長

平成１３年度 大阪（弁）副会長
平成２１年度 日弁連常務理事

奥村 哲司 鈴木 善和
愛知県弁護士会
常務理事

東京弁護士会
幹事長

平成１７年度 愛知県（弁）副会長
平成２１年度 日弁連法曹人口
問題検討会議委員

平成１９年度 東弁副会長
平成２１年度 日弁連編集（委）
委員長

日本弁護士
政治連盟役員

自 平成２１年６月１日
至 平成２３年５月３１日

氏名
所属弁護士会
役職
経歴
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伊礼 勇吉 田中 敏夫 岩井 重一
東京弁護士会
副理事長

東京弁護士会
副理事長

東京弁護士会
副理事長

平成１４年度 東弁会長
平成１４年度 日弁連副会長

平成１５年度 東弁会長
平成１５年度 日弁連副会長

平成１６年度 東弁会長
平成１６年度 日弁連副会長

東谷 �夫 山田 勝利 吉成 昌之
第一東京弁護士会
副理事長

第二東京弁護士会
副理事長

第二東京弁護士会
副理事長

平成１６年度 一弁会長
平成１６年度 日弁連副会長

平成１６年度 二弁会長
平成１６年度 日弁連副会長

平成１９年度 二弁会長
平成１９年度 日弁連副会長

須須木 永一 種田 誠 古井 明男
横浜弁護士会
副理事長

茨城県弁護士会
副理事長

山梨県弁護士会
副理事長

平成１３年度 横浜（弁）会長
平成１４年度 日弁連副会長

元参議院議員
平成１５年度 日弁連副会長

平成９年度 山梨県（弁）会長
平成１４年度 日弁連副会長

高階 貞男 益田 哲生 小寺 一矢
大阪弁護士会
副理事長

大阪弁護士会
副理事長

大阪弁護士会
副理事長

平成１５年度 大阪（弁）会長
平成１５年度 日弁連副会長

平成１７年度 大阪（弁）会長
平成１７年度 日弁連副会長

平成１８年度 大阪（弁）会長
平成２０年度より法テラス大
阪地方事務所所長

山田 庸男 上野 勝 村山 晃
大阪弁護士会
副理事長

大阪弁護士会
副理事長

京都弁護士会
副理事長

平成１９年度 大阪（弁）会長
平成１９年度より 日本司法支
援センター推進本部長代行

平成２０年度 大阪（弁）会長
平成２０年度 日弁連副会長

平成１１年度 京都（弁）会長
平成２０年度 日弁連副会長

塚本 誠一 大塚 明 成田 清
京都弁護士会
副理事長

兵庫県弁護士会
副理事長

愛知県弁護士会
副理事長

平成１５年度 京都（弁）会長
平成１５･１６年度 日弁連理事

平成１３年度 兵庫県（弁）会長
平成１６年度 日弁連副会長

平成１４年度 愛知県（弁）会長
平成１４年度 日弁連副会長

田中 清隆 津村 健太郎 河原 昭文
愛知県弁護士会
副理事長

広島弁護士会
副理事長

岡山弁護士会
副理事長

平成１５年度 名古屋（現愛知
県）（弁）会長
平成１５年度 日弁連副会長

平成１６年度 広島（弁）会長
平成１９年度 日弁連副会長

平成２年度 岡山（弁）会長
平成１４年度 日弁連副会長

松� � 川副 正敏 松坂 英明
福岡県弁護士会
副理事長

福岡県弁護士会
副理事長

仙台弁護士会
副理事長

平成１６年度 福岡県（弁）会長
平成１７年度 日弁連副会長

平成１８年度 福岡県（弁）会長
平成１８年度 日弁連副会長

平成１７年度 仙台（弁）会長
平成１８年度 日弁連副会長

岩本 勝彦 市川 茂樹 西嶋 吉光
札幌弁護士会
副理事長

札幌弁護士会
副理事長

愛媛弁護士会
副理事長

平成１１年度 札幌（弁）会長
平成１４年度 日弁連副会長

平成１２年度 札幌（弁）会長
平成１５年度 日弁連副会長

平成５年度 愛媛（弁）会長
平成１６年度 日弁連副会長

山田 正記 奥野 滋
東京弁護士会
監事

第二東京弁護士会
監事

平成２１年度 東弁
司法改革総合センター事務
局長

平成１６年度 二弁副会長
平成１６年度 日弁連常務理事
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理事（１３３名）・顧問（４名）
【理事】 伊礼勇吉（東京）、田中
敏夫（同）、岩井重一（同）、柳瀬康
治（同）、吉岡桂輔（同）、下河辺和
彦（同）、山本剛嗣（同）、坂巻國男
（同）、若旅一夫（同）、斎藤義房（同）、
山下善久（同）、伊藤茂昭（同）、小
林元治（同）、箕輪正美（同）、伊井
和彦（同）、梶谷剛（第一東京）、東
谷�夫（同）、星�行（同）、奈良道博
（同）、村越進（同）、鈴江辰男（同）、
江藤洋一（同）、今村昭文（同）、岡
正晶（同）、長尾亮（同）、井元義久
（第二東京）、尾崎純理（同）、山田
勝利（同）、高木佳子（同）、飯田�
（同）、吉成昌之（同）、庭山正一郎
（同）、栃木敏明（同）、幣原廣（同）、
正國彦（同）、出井直樹（同）、須須
木永一（横浜）、清水規廣（同）、杉
�茂（同）、木村良二（同）、本間豊
（同）、海老原夕美（埼玉）、岡村茂
樹（同）、本木陸夫（千葉県）、関周
行（茨城県）、種田誠（同）、小沼洸
一郎（栃木県）、木村謙（同）、高橋
伸二（群馬）、小磯正康（同）、小野

森男（静岡県）、小川良明（同）、古
井明男（山梨県）、加藤啓二（同）、
久保田嘉信（長野県）、土屋準（同）、
中村周而（新潟県）、藤田善六（同）、
高階貞男（大阪）、益田哲生（同）、
小寺一矢（同）、山田庸男（同）、上
野勝（同）、福原哲晃（同）、金子武
嗣（同）、岩城本臣（同）、藪野恒明
（同）、松葉知幸（同）、谷口忠武（京
都）、川中宏（同）、村山晃（同）、塚
本誠一（同）、安藤猪平次（兵庫県）、
大塚明（同）、北岡秀晃（奈良）、森
田重樹（滋賀）、岡本浩（和歌山）、
成田清（愛知県）、田中清隆（同）、
宮嵜良一（同）、奥村哲司（同）、高
木道久（同）、室木徹亮（三重）、矢
島潤一郎（岐阜県）、黒田外来彦（福
井）、今井覚（金沢）、津村健太郎
（広島）、古田隆規（同）、水中誠三
（同）、森重知之（山口県）、塚田宏
之（同）、平松掟（岡山）、河原昭文
（同）、河田英正（同）、太田正志（鳥
取県）、松原三朗（島根県）、松��
（福岡県）、川副正敏（同）、前田豊

（同）、福島康夫（同）、浜田愃（佐賀
県）、吉田良尚（長崎県）、岩崎哲朗
（大分県）、井田雅貴（同）、塚本侃
（熊本県）、井上順夫（鹿児島県）、
田中寛（宮崎県）、萩元重喜（同）、
中野清光（沖縄）、与世田兼稔（同）、
犬飼健郎（仙台）、松坂英明（同）、
角山正（同）、佐々木廣充（福島県）、
平雄一（同）、大江修司（山形県）、
石川哲（岩手）、伊勢昌弘（秋田）、
中村裕雄（青森県）、石田恒久（同）、
岩本勝彦（札幌）、市川茂樹（同）、
小寺正史（同）、向井諭（同）、嶋田
敬昌（函館）、佐々木秀典（旭川）、
那知哲（釧路）、齋藤道俊（同）、渡
辺光夫（香川県）、林伸豪（徳島）、
田村裕（高知）、西嶋吉光（愛媛）、
真木啓明（同）
【顧問】 小堀樹（東京）、久保井
一匡（大阪）、本林徹（東京）、平山
正剛（同）

各政党との朝食会報告

５／１５ 公明党 ５／２２ 自民党 ５／２９ 民主党
平成２１年５月１５日午前７時３０分から

９時までホテルニューオータニにて、
開催された。
公明党からは、太田昭宏代表、浜四

津敏子代表代行、北側一雄幹事長、神
崎武法、冬柴鐵三の両常任顧問、井上
義久副代表、漆原良夫国対委員長、山
口那津男政調会長、白浜一良参院会
長、木庭健太郎参院幹事長、荒木清寛
参院政審会長、大口善徳法務部会長、
魚住裕一郎司法制度改革委員長、澤雄
二参院法務委員長というこれ以上望め
ない豪華メンバーのご出席を頂き、今
日にまで至った同党との深い絆を改め
て感じさせる場となった。
日弁連からは、「法曹養成と法科大

学院問題」と「労働と貧困に関わる諸
問題とセーフティネット」との２テー
マが要請されたが、特に、前者につい
ては、同党と日弁連とは意見の完全な
る一致を見ており、逆に、関連する法
曹人口問題では日弁連がブレないよう
にとの注文を頂くほどであった。

（副幹事長 鈴木善和）

５月２２日、自民党との朝食会が行わ
れ、保岡興治議員・臼井日出男議員・
森山眞弓議員・津島雄二議員・谷垣禎
一議員・太田誠一議員・森まさこ議員
等多くの国会議員のご出席を得る中、
前日から実施された裁判員制度の今後
の課題や、より身近な民事法律扶助の
実現に向けた活動、その他、国政の様々
な課題につき意見交換がなされた。
保岡興治議員（司法制度調査会長）

は、司法改革が司法の透明化、民主化
を推し進めた、と評価した上で「法曹
人口や法曹改革等の問題につき、今後
も開かれた議論を行い、異なる意見も
大切にしつつ高い理想を実現すべく力
を合わせて頑張っていきたい。」と述
べられた。
（企画委員会副委員長 西浄聖子）

５月２９日、ホテルニューオータニ「翠
鳳の間」において、民主党との朝食会
が開催された。
朝食会は本林徹理事長の挨拶で開会

し、就任間もない鳩山由紀夫代表の挨
拶では、日本の未来に向けて、地域の
重要性や市民連帯による横社会を目指
し絆を深めていきたい旨の決意が述べ
られた。
引き続き、日弁連側から法曹養成制

度・法科大学院問題に関する課題や要
請、直前に実施された裁判員制度の対
応態勢等の報告がなされ、これらに関
して活発な意見交換がなされた。その
中で、法科大学院・法曹養成問題に関
する取り組みとして、民主党内におい
て小宮山洋子議員を座長とするＰＴを
立ち上げたとの発表があった。また折
しも、朝食会当日に成立する見込みで
あった消費者庁についても話題は及
び、これに関し、仙谷由人議員からは
今後の課題について述べられた。
様々議論は尽きず盛会のうちに終了

した。
（企画委員会副委員長 的場美友紀）
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活動報告

次期役員の披露をかねて、
国会議員を招待しクレオにて懇親会

▲

本
林
前
理
事
長

▲保岡興治議員・津島雄二議員のお顔も� ▲梶谷新理事長

５月１４日弁政連定期総会終了後、弁護士会館クレオにて、国会議員を招待し、懇親会

が開催された。

森英介法務大臣、与謝野馨財務・金融・経済財政政策担当大臣、江田五月参議院議長、

北側一雄公明党幹事長をはじめ、多数の与野党国会議員が顔を見せ、当日の新理事会で

選出された梶谷剛新理事長らと親しく懇談した。

国選弁護報酬増額に尽力された津島雄二自民党税制調査会長、司法制度改革推進本部

の立法議論最盛期に関与された森山眞弓元法相、仙谷由人元民主党政調会長らも次々に

登壇しご挨拶をされた。

全国から新理事として参加された会員や、日頃から国会要請活動に奔走している日弁

連執行部も合流し、今後の弁政連活動の強化を誓い合い、岩本勝彦副理事長（札幌支部

長）の手締めでお開きとなった。 （幹事長 伊東茂昭）
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▲森 英介法務大臣のごあいさつ

▲多数の国会議員の方々を迎えて

出

席

議

員

（
本
人
太
文
字
）
選
挙
区
・
政
党
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編集後記 「幹事長として最後の編集となりました。デザインの一新が置き土産です。今後はさらなる内容の充
実を期待しています」（いとう）
「弁政連の理事長以下役員が新しくなりました。ホームペイジも立ち上がりました。これまで以上に、

『立法との架け橋』を強化する広報を目指します。」（よしおか）
「ホームページ、できました。」（みち）
「もう少し編集のお手伝いできるようにがんばります。」（まとば）
「弁政連では、色々な企画や外部の団体との勉強会も企画しています！ぜひ、お気軽に御参加下さい！」（さいじょう）

定期総会・新理事会報告
平成２１年５月１４日弁護士会館２階講堂クレオにて平成２１年度定期

総会が開催された。来賓の宮�誠日弁連会長から、裁判員制度は最
近になって漸く予定通り施行されることが間違いないと思えるに
至ったこと、国選弁護報酬の増額について成果を得たこと等につい
ての弁政連の活動に対する御礼の言葉が述べられるとともに、より
一層の組織強化についての要望が寄せられた。
続いて、本林徹理事長から、２年間の活動を総括する挨拶がなさ

れ、平成２０年度活動報告、同決算報告、規約改正、役員選任等の議
案がいずれも満場一致で了承可決された。規約改正は、理事を２００
名（←１００名）にすること、定期総会を毎年（←隔年）開催とする
こと、総務、財務、企画、組織強化及び広報の各委員会を規約上の
組織とすること、登録５年未満の会員の会費を免除すること等であ
り、本林執行部の組織強化に向けた２年間の足跡を規約上も確認す
るものとなっている。
新役員が選任されたところで総会は一時中断し、新理事会が開催

され、梶谷剛元日弁連会長を平成２１年度・同２２年度の理事長として
選任し、次いで新理事長を支える副理事長３９名及び常務理事２２名を
選出して新理事会は閉会し、総会に戻った。総会では、梶谷新理事
長から就任挨拶と鈴木善和会員の新幹事長選任のお話しがあり、こ
れを受けて鈴木次期幹事長予定者から次年度活動方針が提案され満
場一致で承認された。
その後、総会は、平成２１年度予算に関する報告、神奈川支部から

の活動報告、そしてこの７月９日に設立総会が予定されている滋賀
支部からの報告を経て、尾崎純理企画委員長からの挨拶にて閉会し
た。
本総会には、開始時刻に先立ち、多くの会員が参集し、本林執行部の２年間を締めくくるに誠に相応しいものとなった。

（副幹事長 鈴木善和）

弁政連活動日誌（１６）
自 平成２１年４月１日 至 平成２１年６月１９日

４月９日 広報委員会
１８日 鈴木副幹事長、日本司法書士政治連盟

定期大会懇親会に出席
２０日 弁政連ニュース１６号発刊
２８日 本林理事長・伊藤幹事長、次期執行部と打ち合わせ
２８日 広報委員会

５月８日 在京正副理事長会議
１４日 理事会・定期総会・懇親会
１５日 公明党との朝食会
１９日 企画委員会

企画委員会、ヤフー�法務本部との勉強会
２０日 企画委員会、仙谷由人衆義議員等との懇談会
２２日 自民党との朝食会
２９日 民主党との朝食会

６月１０日 第１回常務理事会
１８日 日弁連理事会で梶谷理事長・鈴木幹事長、就任

挨拶
１８日 鈴木幹事長、日本行政書士会連合会定時総会・

日本行政書士政治連盟定期大会懇親会に出席
１９日 企画委員会
１９日 弁政連ニュース１７号発刊

ホームページ開設のお知らせ
日本弁護士政治連盟のホームページを５月に開設しまし
た。
弁政連の情報をより早く、より拡くお伝えします。

ご案内


